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ここでは信号の大小を１ビット信号の密度により表現する方式である DSD（Direct Stream 
Digital）方式を用いる．得られる１ビットディジタル信号に対し、直接イコライザなどの信号処
理機能を実現するフィルタを設計し、DSP を用いて実現することを目的とする。これらによって、
AD 変換と信号処理部分のみの最小構成のディジタル信号処理を実現できることが期待できる。 
本研究では一次元バーコードと自動走査型のレーザ式リーダを使用する場合を対象とする．ま
た信号処理部分をディジタル化して処理する事を目的とし，ノイズに強い１ビットディジタルフ
ィルタを設計する．フィルタシステムには２自由度制御法を適用し，入力－出力間と外乱－出力
間の特性を個別に設計する．フィルタの設計は，できる限り MATALB 関数を用いて設計を行う．
これによりフィルタの値が求めやすくなり，望んだ入力－出力間の特性と外乱に強いフィルタを
簡単に設計することができる．また，MATLAB/Simulink によりシミュレーションを行い，フィ
ルタの特性や安定性を確認している．さらに設計したフィルタを DSP に実装し実験を行うこと
で，ノイズが充分減衰でき，安定なフィルタが設計できていることを確認している． 
 
